
2024 年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 2024年 12月 27日（金）10時 30分～11時 00分 

出 席 者 

市長、副市長、市長室長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画調

整局政策課長、行財政局長、行財政局副局長、健康局長、健康局副局

長、健康局政策課長、健康局保健所保健課長、健康局保健所保健課口

腔保健支援センター長、教育委員会事務局学校支援部長 

議 題 歯科口腔保健対策の推進 

提案概要 

○歯科口腔保健対策の推進に向け、以下項目について、提案および議

論を行った。 

 

＜現状・課題＞ 

・歯と口の健康は、全身の健康に影響をすることから、健康寿命の延

伸のためには、全世代において「歯科口腔保健」の推進が必要。 

・こどもの頃からの生活習慣は、大人になっても継続するとともに、

大人の健康意識・生活習慣は、こどもに影響を与えることから、健

康寿命の延伸・健康格差の縮小のためには、こどもの頃から「むし

歯予防対策」をすることが必要。 

 

＜提案内容＞ 

〇小学校におけるフッ化物利用の全校展開 

・むし歯予防には「フッ化物利用」が有効であることから、小学校で

のフッ化物利用について、検討を行った有識者会議（神戸市歯科口

腔保健推進懇話会）の意見を踏まえ、以下のとおり小学校でのフッ

化物洗口を実施する。 

 

①１人あたりのむし歯数が全市平均より多い学校を重点校とし、そ

の１学年（１年生を基本に検討）は学校で実施し、それ以外の学

年・学校は洗口液を配付し、家庭で行う。 

②学校内及び家庭内での実施については、モデル的に開始し、３年

程度をかけて対象を段階的にふやしていく。 

【2025年度実施内容】 

・重点校（５校予定）で１年生を対象に、校内での洗口を実施 

・重点校を含む全学校の５・６年生に家庭で洗口ができるよう、

洗口液を配付し、家庭で洗口実施 

③全校での保護者への説明会の実施にあたっては、フッ化物洗口推



進員（高齢者、保護者などの地域人材を想定）を活用し、教員の

負担をかけずに配付の円滑化を図る。 

④保護者に対し「すぐーる」により随時、重要性の啓発・洗口実施

のリマインド・アンケートを発信し、安全な事業の継続性を担保

するとともに、以降の児童・保護者の理解度に応じて、歯みがき

などフッ化物以外の家庭での生活様式と一体となった啓発につ

なげる。 

会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

2025年度の実施については了。 

 

〇今後の実施、検討にあたっては、以下の点に留意すること。 

・重点校での実施においては、教育委員会と連携して、試行的に実

施すること。 

・今後の重点校での実施については、実施のあり方を幅広く検討す

ること。 

・洗口液の配付については、実施状況の分析を行い、実効性のある

スキームとして確立させること。 

 


